
　明治35（1902）年、卒業試験の答案に端

を発し、哲学館の倫理教育が「国体」に合わ

ないという理由で、当時の文部省は哲学館

の教員無試験検定の特典を取り消した。日

清戦争から日露戦争にいたる当時の複雑な

社会背景の中で、哲学館事件は高等教育

のあり方を問い直す歴史的な大事件となり、

多くの人々が関心をよせた。日本における私

学の役割が見直されるひとつの契機になっ

たとも言われる。 

　井上円了博士は、世界の国々での見聞と、

この哲学館事件の教訓を受けて「独立自活

の精神」という新しい教育方針を打ち立てた。

現在、松尾友矩学長が掲げる「教育理念を

具現化する5つの目標」の第１に記されるの

もこの「独立自活の精神」という言葉。「自ら

哲学を持ち、考え、立ち、動く」という原点は

平成の今も変わることはない。 

2007年、東洋大学は創立120周年を迎えます。 
哲学の普及を志した青年が、寺の一室で授業を始めてから今日まで 
この学び舎を巣立った卒業生は約24万人。 
私たちはいま、120年の伝統と知の資産を継承しつつ、 
次世代に向けて何ができ、何をすべきなのでしょうか。 
このシリーズでは東洋大学のこれまでの歩みを紹介し 
いまも息づく精神をもう一度見つめなおしながら 
四半世紀の大きな節目となる「125周年」（2012年）への 
カウントダウンをスタートします。 

井上円了が私立哲学館を
創立、本郷区竜岡町（現在
の東京都文京区湯島）の麟
祥院で授業開始 

原町（現在の東京都文京区
白山キャンパス）に移転 

文部省により哲学館が中等
教員無試験検定校となる 

哲学館事件起こる（中等教
員無試験検定の取扱が取り
消される） 

私立哲学館大学と改称し、
専門学校令による設置を認
可される 

哲学堂（現在の東京都中野
区立哲学堂公園内）が落成 

井上円了、病気のため退隠し、
名誉学長となる 

中等教員無試験検定の取
扱が再認可される 

私立大学（専門学校令によ
る）初の女子の入学を許可 

井上円了、中国・大連にて
客死（61歳）、大学葬を挙行 

哲学館館外生規則を制定し、
「哲学館講義録」による全
国への通信教育開始 

本郷区駒込蓬莱町（現在の
東京都文京区向丘）に校舎
新築移転 
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井上円了、全国巡講を開始 

私立東洋大学と改称 

　創立者・井上円了博士は約30年間、延べ

全国3000以上の市町村で民衆への講演活

動を行い「日本の社会教育・生涯学習」に大

きな役割を果たした。この遺志を継承するの

が「東洋大学の講義を全国各地にお届けし

ます―講師派遣事業」。全国どこへでも本

学教員が無料で講義を届けるというこの取り

組みは、大学の社会貢献事業として高く評

価されている。「余資なく優暇なき者（社会

的に恵まれない人）」への教育を旨とした創

立の理念は、比較的安価である学費や、第

二部の設置などに今でも継承されている。 

経営上の理由でほとんどの大学が廃止した第二部。現在、
東京23区内にあるひとつの大学の全学部において夜間に
学べるのは実質上、東洋だけだ 

　日本において専門学校令による大学で初

めて「女子学生」を入学させたのは東洋大学。

その第一号は栗山津禰（くりやま・つね）さんで、

卒業後は教員として男子中学校の教壇に立

った（これも日本教育史上初）。今でこそ、女

子の短大・大学進学率が5割に迫るが、当時

は相当な驚きをもって大きく報道された。東

洋大学には設立当時からそんな進取の精神

が満ち溢れている。 

 

東京朝日新聞 
（大正10年10月18日） 

婦女新聞 
（大正5年5月19日） 

ちなみに、最も女性の比率が多いのは生活支援学科（78.4％）、少ないのは 
機械工学科（0.7％）。どの学科も先生方が口を揃えておっしゃるセリフは 
「女子学生の方が元気だなあ」　 

歴史を知ると、今が分かる。次号209号ではPart2 1920年～1960年の東洋大学を紹介します。 

1887（明治20）年～1919（大正8）年 

日本で初めて女子を入学させた本学。 
現在在籍する学生の男女比は… 

64.7％ 35.3％ ／ 

（全学部合計平均） 

男子 女子 

社会教育・生涯学習の先駆 

哲学館事件 

女子教育の先駆 

webサイト「学長室」には東洋大学の教育理念を現
在の社会において具現化するための目標が示されて
いる。 
http://www.toyo.ac.jp/president/index.html

井上円了の時代 ～そして今も受け継がれるもの 
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上條 賢一 教授 
生命科学部　生命科学科 

（かみじょう　けんいち） 
1949年生まれ。新潟大学理学部卒業。理学博士（京都大学）。 
コンピュータ関連の民間企業SE、専門学校教員などを経て、75年東洋大学
工学部助手。同講師、助教授を経て97年の生命科学部開学と同時に生命
科学部助教授、01年より同教授。高校時代から落語研究会活動に没頭、大
学時代には地元放送局でTVレギュラー番組を担当した経験も。Life　
Scienceならぬ“Laugh” Science（！？）がモットー。 

　いまや「情報学」ほど、あらゆる学問に応用でき、か

つ不可欠な分野はないだろう。情報という言葉はコン

ピュータの普及とともに聞き慣れた言葉となって久し

いが、情報をいかに扱い、読み解くかに事実の立証や

新たな発見のすべてがあるといって過言ではない。自

らの専門分野である情報工学から生命科学へのアプ

ローチについて、上條賢一教授に訊いた。 

 

情
報
を
読
み
解
く
力
は
、す
べ
て
の
学
問
へ
の
汎
用
技
術 

　
生
命
科
学
と
聞
い
て
、連
想
す
る
の
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
や
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。
特
に
微
生
物
や
植
物
を
研
究
対
象
の
中
心
と
し
、分

子
や
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
解
明
を
目
指
す
本
学
の
生
命
科
学
部
に
あ
っ

て
は
、上
條
教
授
以
外
の
教
員
全
員
が
何
ら
か
の「
生
物
」
関
連
分

野
の
専
門
家
。
残
る
一
名
、元
S
E
で
あ
り
、大
学
時
代
は
「
地
質
」
を

修
め
た
と
い
う
上
條
教
授
は
極
め
て「
異
質
」の
存
在
だ
。 

　
「
情
報
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
命
科
学
に
迫
っ
て
い
る
の
は
自
分

だ
け
。
隙
間
産
業
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、白
紙
に

数
本
の
縦
線
を
引
き
、最
後
に
す
べ
て
の
縦
線
に
重
な
る
よ
う
に
横

線
を
描
い
た
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
が
縦
軸
だ
と
す
る
と
、私
が

担
う
情
報
工
学
は
ど
の
縦
軸
と
も
必
ず
交
わ
る
点
を
持
つ
横
軸
。
そ

こ
が
汎
用
技
術
ゆ
え
の
強
み
で
あ
り
面
白
さ
」
。
kg（
重
さ
）や
℃（
温

度
）、微
生
物
の
数
を
表
す
指
標
な
ど
、〔
単
位
〕が
つ
い
て
い
る
と
そ

れ
ぞ
れ
の
難
し
い
専
門
領
域
の
話
だ
が
、単
位
を
取
れ
ば
み
な
数
値

か
ら
成
る
情
報
に
す
ぎ
な
い
、と
い
う
の
が
持
論
。「
情
報
を
扱
う
手

立
て
を
知
れ
ば
、ど
ん
な
分
野
に
で
も
飛
び
込
め
ま
す
よ
」
と
力
強
く

語
る
。 

　
事
実
、最
先
端
の
生
命
科
学
分
野
の
研
究
に
は
情
報
工
学
が
必

要
不
可
欠
。い
か
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
解
析
さ
れ
よ
う
と
も
、膨
大
な
デ

ー
タ
か
ら
必
要
な
情
報
を
ど
う
読
み
解
き
、整
理
整
頓
す
る
か
は
情

報
工
学
に
頼
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、実
際
の
生
物
を
用
い
た
実
験
は
物
理

的
に
限
界
が
生
じ
る
も
の
の
、情
報
処
理
の
技
術
が
あ
れ
ば
、無
限
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
。 

　
学
生
に
は
生
命
科
学
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
用
い
、汎
用
可
能
な
ス

キ
ル
を
伝
授
。か
つ
て
独
学
で
難
解
な
数
式
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

デ
ー
タ
解
析
法
を
体
得
し
た
自
身
の
苦
い
経
験
か
ら
、授
業
に
お
い
て

は
分
か
り
や
す
さ
を
第
一
に
置
く
。『
人
工
と
ん
ぼ
』に
よ
る
グ
ル
ー
プ

競
技
実
験
も
そ
の
ひ
と
つ
。
紙
と
ク
リ
ッ
プ
を
用
い
、羽
を
大
き
く
し

た
り
、胴
体
を
長
く
し
た
り
と
何
種
類
も
の
組
み
合
わ
せ
で
実
験
を

行
い
、滞
空
時
間
を
競
う
。「
最
高
水
準
の
と
ん
ぼ
が
誕
生
す
る
の
は

ど
の
グ
ル
ー
プ
か
、か
な
り
盛
り
上
が
り
ま
す
よ
」
。一
見
単
純
な
作
業

だ
が
、実
は
立
派
な
擬
似
動
物
実
験
で
あ
り
、こ
こ
か
ら
組
み
換
え
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
学
ば
せ
る
。
情
報
工
学
の
手
法
は
、音
楽
や

香
り
に
よ
る
癒
し
効
果
の
脳
波
測
定
、層
別
海
水
温
の
変
動
解
析
な

ど
、学
生
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
卒
業
研
究
に
幅
広
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

　
現
在
、特
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
カ
オ
ス
や
フ
ラ
ク
タ
ル
に
つ
い

て
。
数
年
前
、ち
ょ
っ
ぴ
り
ブ
ー
ム
に
な
っ
た『
複
雑
系
』
と
い
う
領
域

だ
。「
か
つ
て
科
学
の
世
界
で
は
、ど
ん
な
モ
ノ
も
、分
子
や
原
子
な
ど

全
て
の
要
素
に
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
す
れ
ば（
要
素
還
元
型
）、そ
の
全
貌

が
分
か
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、技
術
が
進
歩
し
す
べ
て
が
分
解

で
き
て
も
、結
局
は
解
明
さ
れ
な
い
も
の
が
多
く
残
っ
た
。
そ
こ
で
複

雑
な
も
の
を
複
雑
な
ま
ま
で
捉
え
よ
う
と
い
う
の
が
複
雑
系
と
い
う

考
え
方
で
す
」
。
大
雑
把
に
説
明
す
る
な
ら
種
々
の
デ
ー
タ
の
推
移
に

お
い
て
最
も
混
沌
と
し
た
部
分
こ
そ
、上
條
教
授
が
着
目
す
る
と
こ

ろ
。
た
と
え
ば
急
な
病
状
の
悪
化
や
、予
知
不
可
能
と
さ
れ
る
突
発

的
な
事
故
や
震
災
が
生
じ
る
前
に
は
、必
ず
複
雑
で
激
し
い
デ
ー
タ

変
化（
混
沌
）を
伴
う
は
ず
と
い
う
の
が
上
條
教
授
の
仮
説
だ
。こ
れ

を
『
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
増
大
の
法
則
』
と
呼
び
、目
下
検
証
の
た
め
の

研
究
に
励
む
。ヒ
ト
の
脳
波
や
心
電
図
の
時
系
列
変
化
、エ
レ
ベ
ー
タ

や
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
金
属
疲
労
に
よ
る
変
化
、大
地
震
に
至
る
ま

で
の
地
殻
変
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、こ
の
前
兆
現
象
を
事

前
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、病
気
や
事
故
を
食
い
止
め
る
手
立
て

と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。 

　
複
雑
系
と
は
そ
の
名
の
通
り
、難
解
の
極
み
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
上
條
教
授
の
存
在
感
か
ら
は
難
解
ど
こ
ろ
か
、む
し
ろ
面
白
み

に
溢
れ
て
い
る
。一
時
は
プ
ロ
の
落
語
家
を
目
指
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
得
意
の
話
術
で
「
人
生
は
カ
オ
ス
。
だ
か
ら
混
沌
は
コ
ン
ト
よ
り
ト

コ
ト
ン
面
白
い
ね
え
」
と
笑
わ
せ
た
。 

  

 

上條教授が提唱する『フラクタル次元増大の法則』 
 

体重の変化というごく簡単な例を用いて説明しよう（下図）。自分にとってやせる
必要がない変化の領域を状態（A）、やせる必要があると思う領域を状態（B）と
する。AからBへ変化するとき、その境目には必ず複雑で激しい変化が生じる部分
（境界）があるという。この変化は瞬間的で普通の体重計では測れないミリグラ
ム単位の変化かも知れないが、これさえキャッチできればダイエットにも有効！？ 

体重 
（kg） 

やせる必要のない領域 

境界 

非常に不安定 

やせる必要のある領域 

急激に増えた！と思いきや 
直前には激しいデータの 
変化がある（はず）。 

時間（t） 

状態A

状態B
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